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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・2019年度医療福祉学会開催について

日程：2019年11月3日（日）

委員会の締め切りは抄録が9月15日、PPTは10月上旬を予定している。

・令和元年度青仁会秋祭りのフリーマーケット出展者募集について

ご家庭の不要な物、野菜、果物等の提供者も同時に募集。

詳細は掲示板を確認すること。

・患者動静報告、日誌に見学者・体験利用者を記載する際には、年齢、性別、診断名等の基本情報、医学的情報を載せるようにすること。

・青陽館パンフレットが完成したので、各自目を通しておくこと。9月頃より病院、施設を訪問予定。
・看護学生実習について

　八戸学院短期大学：10/2（月）・10/9（月）、10/25（金）

　千葉学園：9/4（水）・11（水）

・OT実習について

　10/11（金）2名　10/18（金）2名　蕨野・石田が対応する。

・PSW実習について

　9/23（月）～10/5（土）　月～金は青陽館、土は外来。
＜9月祝日プログラム＞
デイケア
⇒祝日が2日あるので外出と調理を一日ずつ行う予定で、ミーティングで希望を聞き、今週中に内容を決定し、来週から出欠確認、参加希望を取っていく。
デイナイトケア
⇒9/16はおやつにアイスクリーム、9/23は昼食にお弁当を食べる予定。お弁当はよこまち
ストアに注文する予定で、各自の希望を聞き、発注予定。
※園芸療法で収穫したジャガイモは、祝日プログラム等で利用できるように、内容を工夫していく。
＜研修案内＞

・がん講演会

　日　時：9月18日（水）18：00～19：00

　場　所：八戸市立市民病院　2階　講堂

　テーマ：がん治療と緩和ケア

　講　師：井上　彰氏

　締　切：9月6日（金）

　参加費：無料
・八戸精神科医会
　日　時：9月18日（水）18：40～20：00

　場　所：八戸パークホテル　1階「マグノリア」

　テーマ：①経皮吸収型抗精神病薬　ロナセンテープの開発
　　　　　②統合失調症急性期薬物療法

　講　師：①藪内　一輝氏　②八田　耕太郎氏
　締　切：9月16日（月）

　参加費：無料
・こころすこやか財団講演会

日　時：9月28日　(土) 13：30～
場　所：こころすこやか会館　八戸市尻内島田14-1
テーマ：障害者の存在が健全で安らかな社会を作る
講　師：阿部　芳久氏
定　員：60名程度
締　切：9月16日(月)
参加費：無料

＜青明舎登録者様情報＞
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＜グループホーム入居者様情報＞
・淡路　智恵子様～妹様の家にいくことが頻回、本人は入信を否定しているがその際には宗教団体のセミナーや書類へのサイン等活動に参加している。兄様の遺言である「妹と同じ宗教に入るな」について振り返ると目を泳がせながら返答している。
・船場　幸子　様～腕の湿疹は改善傾向だが、先日聞かれた喉のつっかえに関して訴えがある。診断の際に、医師より食べるスピードや姿勢を改善してみるよう助言があった。気持ちの落ち込みやデイケアの利用を減らしたいなどの訴えも聞かれている。
・繁名　和恵　様～9/5他科受診の際に本人の希望により大量の処方薬が出ている。本日排便の検査の為、再度受診となっている。
・古舘　ヨリ　様～9/1（日）よりグループホームから青風荘へ転居。必要な手続き等は青風荘スタッフや・グループホーム世話人の協力により大方終わっている。
・豊川　明男　様～青南病院の定期受診時に処方薬が変更となっている。
・田中　一　様　～不眠状態が継続、生活状況を確認すると不眠状態であり23：30就寝から2：30に目を覚まし3：30に朝食をとると話しており、昼夜逆転傾向であることを伝えている。
・下妻　康貴　様～背部痛の訴えがあり、心当たりを確認すると8/31（土）の大曲の花火大会の際に、長時間かけ自家用車で帰ったとのこと。
・番沢　政勝　様～週末の訪問の際に、不調の訴えが聞かれている。またグループホームにて便器に付着しており自身のものであると話している。病院受診を勧めるが、痛みがないとの事で拒否している。
・藤村　翔　様　～週末に幻聴が目立っている。内容は「青陽館に必要とされている」「死ぬまで青陽館にいなさい」というものである。
・大下　伸治　様～9/4（水）訪問の際に服薬確認を実施、その際に血糖降下剤を自己調整にて抜いている。理由について喉の痛みを訴えており主治医面談時に自身で報告、ジャヌビア錠が減っている。また「来年就労しようかな」との発言も聞かれている。
・田名部　浩平様～9/16、9/23本来はデイケア利用日だが、本人の希望により就労施設利用となっている。
＜利用者様情報＞
デイケア
・夏堀　麗紗　様～自らスタッフへ相談があると話し掛けがある。以前急性胃腸炎、熱中症で内科受診し軽減したものの、最近食事を摂るとすぐに腹痛、下痢になり病院受診を考えているとの事。職場や外出先以外でも症状がある為諸検査の希望があり、主治医面談時に相談をするとの事。また、本日デイケアに来所するバス車内に中・高生と思われる集団が乗っており、急に息苦しくなったと話している。学生時代にいじめられた事を思い出したと振り返っており、ここまで来れた事を評価し、対処方法を考えている。この事も併せて主治医へ相談する事としている。会話中に涙ぐむ様子はあるが、話し終えると表情良く他利用者と交流を持つことが出来ている。
デイナイトケア
・木村　義重　様～青風荘より情報の提供があり。9月7日（土）9月8日（日）と検温時は35℃台で経過し体調回復傾向。本日は喀痰検査の為デイナイトケア欠席となる。
・馬渡　武光　様～青風荘より情報の提供があり。昨日の入浴の際、脱衣時に落ち着きなく下衣一枚でホール内を歩きまわっていたとの事。女性利用者様もその場に居合わせている為、スタッフが注意を行うと「分からなかった、気を付ける」と発言が聞かれたとの事。また、20:00時の嗜好品摂取の際に、夜勤スタッフの動向を気にしており、スタッフが観察を行うと特定利用者(小野寺ノリ様)のお菓子をばれない様に取り、そのまま口に入れていたとの事。一連の行動を確認したスタッフが、本人様に対しやや強い口調で注意を行うと、苦笑いを浮かべながら「どうもすみません」と発言が聞かれたと。特定利用者様(小野寺ノリ様)とはトラブルなく経過していると事。本日のデイナイトケアでは、午前の余暇時間に他利用者様(吉田富秋様)から昨日のお菓子の件について、「何で怒られた？」と聞かれており「ちょっといろいろ」と気まずそうな表情で返答観察されている。
・鈴木　真知子様～青風荘より情報の提供があり。昨日夕食の時間なってもホールに姿が無く、スタッフが訪室すると「お腹が痛い、食べたくない」と発言聞かれており夕食は不食との事。夕食後薬の時刻になると自らホールに降りてきて、服薬する事は出来たとの事。また。20:00の嗜好品摂取の際にはロールケーキとコーヒーを摂取したいたとの事。その後は腹痛の訴え無く、今朝の朝食は全量摂取出来ていると。本日のデイナイトケアでは、9:40分頃スタッフに対し「なんだか具合が悪い、胃が痛い、頭がハッキリしない」と訴え聞かれ、バイタル測定すると、BP143/103mmHg、P７4で静養室利用している。11時30分まで約2時間静養するとその後は上記の症状の訴え無く、昼食全量摂取
＜事例検討会＞
カンファレンスシート（　寺沢　彩　様　）

実施日：R1年9月9日（月）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：鳥谷部

検討内容　目標、計画、対応方法の確認

	氏名
	寺沢　彩　様
	性別
	女
	年齢
	28
	生年月日
	H2.10.19

	主病名
	統合失調症
	合併症
	重症筋無力症、胸腺腫術後

	治療方針（医師の指示）
	安定した病状の維持を図り、自宅で生活することが出来る。

	本人希望
	いずれ就労をしていきたい。

	入院歴
	計　1　回（当院／H22.12.16～H23.1.7）

	通所歴
	2回目

· 今回：H27.9.16～現在（週3回/月･水･金曜日）

	その他サービス利用
	地域活動支援センター｢青明舎｣活動室　利用中

	住居：アパート


	家族構成

息子と一緒に実家にて母と同居

	利用制度
	＊自立支援医療制度　受給中

＊精神障害者保健福祉手帳　2級　受給中

＊障害厚生年金　2級　受給中

	備考
	利用時までの経過
H21年4月より介護職として従事。同年9月頃より｢自分の事を話されている｣｢周囲から見られている｣等、被害妄想･注察妄想が出現。H21年9月下旬頃より夜勤時に､｢5人くらいの人がいる｣等の幻視症状や｢窓を叩くような音が聴こえる｣等の幻聴が出現｡その後も上記症状は持続しており､不安感･倦怠感･焦燥感等が増悪され､症状の軽減を目的としてH21.11.25当院を初診。H21.12.1より休職。徐々に症状の安定化が図れていたことから､H22.4.20職場復帰。業務に支障なく､働いていたが､H22年11月下旬頃より過呼吸や身体不調･希死念慮が出現｡その後も上記症状は持続していた為､H22.12.16当院へ入院(～H23.1.7)｡以後､当院への外来通院･服薬を継続している｡H24.8.1より精神科ﾃﾞｲｹｱの利用を経て､就労継続支援A型｢ｱｲﾃﾞﾝﾄ八戸｣を利用。H27.8.31同事業所を退所し､同年9月16日より当院精神科ﾃﾞｲｹｱの利用を再開。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現状の生活を続け、就労を目指す。
	①他者に対する不安や不満等を職員へ相談し､対応方法を検討して実践出来る。
	①他者に対する不安や不満がある際､体調不良等を呈したり､過剰に反応して相手を攻撃するのではなく､職員へ相談して対応方法を検討し、実践することができるようになる。
	①不安・不満がある際は、スタッフや主治医へ相談し解決方法を一緒に検討する。検討した内容を実践しスタッフと振り返りを行っていく。

	
	②身体疾患に対する不安が生じた際､相談し対処方法を職員と検討することが出来る。「
	②-1身体疾患に対する不安が生じた際､周囲へ相談し、対処法の検討と実践ができるようになる。
	②-1身体疾患の治療を継続するにあたり生じる不安･悩みを主治医･看護師･デイケア職員等へ相談し､不安の解消法を検討し実施する

	
	
	②-2自身の状態を理解して、良好な状態を維持する。
	②-2定期的に面談を行い、仕事や生活状況の振り返りを行い、自身の状態の理解を深めていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①他者に対する不安や不満がある際､体調不良等を呈したり､過剰に反応して相手を攻撃するのではなく､職員へ相談して対応方法を検討し、実践することができるようになる。
	達成度80％。

・今までは他者との関係において脆弱性が強く、上手く関係性を築けないとすぐに相手を嫌い、絶縁する等の方法を取ることが多く見られていた。最近は、職員の言動に対して不満を話すことはない。

・デイケア利用中に関しては特定の利用者またはスタッフとのみ交流している。交流している利用者様に関して気になる行動があると、スタッフへ行動に移す前に相談することが出来ている。
・体の状態や生活のこと等、都度相談はしているが、スタッフや関係施設に応じて、話している内容に差異がある場合がある。
	以前と比べ、他者との接し方や話し掛け等の対応について自分で振り返ることが出来るようになってきており、能力は向上している。今後も、適切な対応が出来るよう目標計画を継続する。

	②-1身体疾患に対する不安が生じた際､周囲へ相談し、対処法の検討と実践ができるようになる。
	達成度60％。

・重症筋無力症に罹患しており、上記による不安や悩みを抱えることで情動が不安定となることがある。随時職員へ相談したり、デイケアに来所して気晴らしをしたりして過ごして対処している。
・②-1に関連する疲労については、対処法を都度確認しているが、動き過ぎてしまい疲れを溜めて不調を呈することがある。スタッフから振り返りを行うと、素直に話を聞いているが、実践はあまり出来ていない。
	身体面に関する相談は都度してはいるが、対処方法については上手く対処できておらず、不十分な点がある。対処方法の実践を確実に行えるようになるために、今後も目標を継続する。

	②-2自身の状態を理解して、良好な状態を維持する。
	達成度60％。

・疲労が溜まってくることで身体症状を呈しやすく、瞼の重さや足のダルさ、痺れから症状が生じるとのこと。体調が悪化する疲労度を確認するために、身体不調があった際にはその場面の振り返りを行なっている。本人も体調管理の重要性は理解しているとのことだが、体を動かし過ぎて疲れを溜めてしまい、不調になるなど、身体管理は不十分となっている。
・自身の病気について受容出来ていないと相談することがあり、スタッフや担当医師から助言を受けている。自身の体調が万全でないが、就労を焦る発言があり、職探しの為デイケアを辞めたいと話しており、助言にも応じようとしない。
	不調を呈した際には都度スタッフと振り返り対処法を検討しているが、対処は不十分となっている。自身の状態を正しく理解していく為に、今後も目標計画を継続する。


＊プラン変更なし。就労を焦り、デイケアや青明舎を辞めたいと話しており急に利用しなくなる可能性がある為、引き続き経過をみていく必要がある。

